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概
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・
・
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借
滞
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貨
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説
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・
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資
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節
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海

運

市

場

U 、

て

-') 

太

長E

島

昌

定
期
崎
腹
の
供
給

一
体
一
迫
拙
宵
務
が
需
要
ぜ
ら
れ
、

供
給
せ
ら
れ
、

そ

ω以
引
が
一
討
は
れ
て
運
賃
の
決
定
す
る
所
が

耐
湿
市
場

(出
R
-戸
O

J

F

件
。
昨
日
間
正
宅
一
ロ
四
回
片
山
号
。
門
)

一
つ
の
商
港
は
、
大
抵
一
つ
山
町
小
前
一
連
市
場
で
ゐ
る
o

で
あ
る
。

尚
一
辿
労
務
に
は
、
定
期
仙
川
崎
骨
務
ご
不
定
期
姉
崎
常
務
己
の
二
つ
が
ゐ
品
。

一
つ
の
海
運
市
場
に
於
り
る
定
期
船
労
務
の
供
給
者
は
、
そ
の
商
泌
を
合
む
航
路
仁
成
立
し
て
居
る
海
迩
同

盟
、
即
ち
コ
ン
ア
ア

V

Y

ス
に
加
服
せ
る
定
期
船
曾
組
の
み
で
あ
る
。

コ
Y

フ
ァ

v
y
z
が、

そ
の
航
路
に
於

て
、
岡
山
の
カ
仁
よ
り
、
定
期
班
労
務

ω供
給
を
獅
占
し
て
居
る
い
Y

ら
で
あ
る
。

コ
ン
フ
ア
レ
ン
旦
の
獅
占
は
、
U
首

τ越
べ
た
る
が
如
〈
、
必
十
[
も
絶
封
的
な
る
も
の
で
は
な
〈
、
常

尤
も
、

仁
、
外
部
よ
り
の
潜
在
的
競
守
仁
閣
ま
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

コ
V

プ
ア
レ

y
λ

加
駆
者
が
甚
に
[
〈
荷

主
の
不
満
を
民
は
、
さ
る
範
国
内
仁
於

τの
み
維
持
し
得
る
も
の
で
あ
る
o

若
し
、
荷
主
仁
、
甚
に
し
き
不
満
を
買

ふ
こ
ご
が
あ
る
な
ら
ば
、
新
ら
わ

h

な
る
海
運
業
者
が
定
期
船
肢
の
供
給
者
ご

L
τ
現
は
れ
来
る
。

説

手包

海
副
市
場
に
づ
い
て

第
二
十
ヒ
容

一
= 

第

抗

七

E 
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誼

施

海
運
市
場
に
つ
い
て

第
二
十
七
巻

岡

第

鵠

七/、

新
ら
た
な
る
定
期
船
腹
の
供
給
者
が
現
は
る
、
場
合
に
は
、
海
運
市
場
は
、
運
賃
戦
{
司
耳
目
岱
件
当
日
)
の
舞
壷

ご
な
る
o

併
L
乍
ら
、
こ
の
蓮
賃
戦
な
る
も
の
は
、

そ
の
勝
敗
い
づ
れ
の
側
に
決
す
る
も
、
そ
の
結
果
は
号
、
再
び

コ
ン
ア
ア
レ
ン
λ

の
獅
占
ぜ
な
る
。
新
ら
た
な
る
定
期
船
版
の
供
給
者
が
、
敗
退
し
た
る
場
合
JU
、

コ
シ
フ
ァ
レ

y

z
が
猫
占
的
地
位
を
困
む
る
詳
で
ゐ
'bzd
、

ヲ
ン
ヌ
フ
レ

y

z
側
が
競
岬
事
者
を
排
撃
し
得
、
さ
る
場
合
に
は
‘
結

局
、
妥
協
仁
よ
h
て、

ニ
れ
を
ヨ
シ
フ
ァ
レ

y
λ

の
一
加
盟
者
ど
し
て
包
容
す
る
こ

Z
、
な
る
か
ら
で
あ
る

故

-
つ
の
海
運
市
場
に
於
け
る
定
期
船
艇
の
供
給
者
は
、
-
要
す
る
に
、

ヨ
Y

フ
ア
レ

y

ス
加
盟
の
曾
祉
の
み
で

あ
る
ご
言
ふ
'
』
ご
が
出
来
る
。

不
定
期
崎
腹
の
供
給

今
日
、

一
般
に
不
定
期
船
事
業
ご
い
は
る
、
も
の
に
は
、

三
肱
慌
の
形
魅
が
あ
る
。
第
一
は
、
自
己
の
所
有
船
舶

を
一
連
崩
ず
る
形
践
で

b
品。

ニ
の
場
合
に
叫
船
舶

ω所
布
己
そ

ω謡
川
正
が
合
一
し
て
居
っ
て
、
所
古
咽
に
封
ず
る

報
酬
ピ
運
用
に
謝
す
る
報
酬
子
伊
】
併
せ
得
ん
こ
己
を
目
的
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
翠
に
般
舶
を
所
有
L

て
、
こ
れ
を
他
人
に
運
用
せ
し
め
る
の
形
態
で
ゐ
る
。
卸
も
こ
れ
を
他
人
に
運
用
せ

L
り
る
こ
さ
に
よ
り

τ報
酬

を
受
(
る
を
目
的
正
す
る
の
で
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
‘
船
舶
の
所
有
に
劃
す
る
報
酬
を
目
的
ご
す
る
の
で
ゐ
る
o

第
三
は
、
第
二
に
封
膳
ず
る
形
態
で
、
他
人
の
所
有
般
を
運
用

L
、
車
じ
そ
の
蓮
周
に
謝
す
る
報
酬
を
目
的
正
す



る
も
の
で
ゐ
る
。
第
二
百
第
三
ご
に
於
て
は
、
船
舶
の
所
有
ピ
運
用
Z
が
分
離
し
て
居
る
形
態
で
あ
る
。

他
人
の
所
有
般
を
運
用
す
る
形
態
に
は

夏
に
航
抽
川
の
借
入
(
E
Eロ
問
。
『
住
宅
ω)
正
傭
船
(
O
U
E
包
口
問

o
p
E
3
)

芭
が
あ
る
。
船
舶
胴

ω借
入
は
、
軍
な
る
物
正
し
て
の
船
舶
を
賃
借
す
る
こ
Z
で
ゐ
っ
て
、

こ
の
場
合
に
は
運
用
者

-
」
れ
を
来
紬
せ
し
め
て
、
運
送
機
闘
で
ゐ
り
、
活

は
、
船
長
及
び
そ
の
他
的
乗
組
員
を
自
己
の
手
切
に
て
傭
入
れ
、

動
植
で
あ
る
所
の
船
舶
己
な
し
て
運
用
す
る
の
で
あ
る
。
帥
船
め
一
場
合
に
あ
h
J
て
は
、
船
附
加

ω斯
有
者
が
、

れ

を
運
送
機
関
た
h
活
動
健
た
る
所
の
船
舶
に
仕
立
て
る
た
め
、
自
ら
舶
長
及
び
そ
の
他
の
乗
組
員
を
傭
入
れ
て
・

こ
れ
を
乗
組
ま
し
め
、
以

τ蓮
逸
機
関
ご
し
て
運
用
者
に
提
供
す
る
の
で
ゐ
る
。
今
日
、
不
定
期
般
事
業
に
於
て

は
、
主

Z
L
τ
傭
船

ω・
万
法
が
行
は
れ

τ
居
る
。
従
っ
て
、
首
業
者
は
、
嫡
舶
賃
貸
借
を
も
保
傭
般
芭
い
ふ
。

不
定
期
航
業
者
は
、
自
ら
船
舶
を
所
有

Lτ
、
ご
き
に
よ
h
J
、
市
場
蓮
賃
が
有
利
な
る
場
合
仁
は
、
自
ら
こ
れ

が
運
用
者
ご
し
て
荷
主
に
劃
し
て
い
俳
運
拙
労
務
の
供
給
者
正
な
り
、

t
F
に
よ
h
、
寧
ろ
有
利
な
る
傭
般
料
の
支
梯

者
を
見
出
す
場
合
仁
は
、
所
有
舶
を
傭
船
Z
L
τ
彼
の
蓮
用
仁
供
給
す
る
。
号
し
て
、

ま
た
、

Z
き
に
よ
り
自
ら

運
用
者
正
し
て
運
賃
を
儲
け
る
・
』
ご
が
有
刺
な
る
場
合
じ
自
己
の
所
有
船
腹
が
不
足
な
る
ご
き
仁
は
傭
船
の
需
要

者
Z
な
っ
て
海
運
市
場
に
現
は
る
、
も
の
で
あ
る
。

右
に
逃
ぷ
る
が
如
〈
・
不
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、
船
舶
の
所
有
ピ
そ
の
運
用
ご
が
分
離
し
℃
傭
船
運
用
ぜ
い

ふ
こ
芭
が
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
定
期
船
腹
の
供
給
正
い
ふ
こ
正
に
は
、

二
つ
の
意
味
が
ゐ
る
。

設

苑

海
部
市
場
に
引
い
て

第
二
十
七
巻

E 

第

蹴

七
七
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鼠

耳巨

出
迎
市
砧
に
ワ
い
て

第
二
十
ヒ
巻

"-r、

部

批

刊二

八

つ
は
所
有
の
納
舶
を
遁
瓜
者
へ
供
給
す
る
ヨ
}
ご
で
ゐ
h
、
他
の
一
つ
は
蓮
逸
機
関
た
る
般
舶
を
以
て
す
る
海
運
第

務
の
供
給
で
ゐ
る
。
こ
の
い
づ
れ
の
場
合
に
於
て
も
、

一
つ
の
海
運
市
場
に
於
け
る
不
定
期
航
阪
の
供
給
者
は
是

の
商
泌
に
現
に
存
在
世
る
不
定
問
舶
の
所
布
者
又
は
運
用
者
だ
け
で
は
な
(
、
挙
み
そ
の
商
法
に
聯
絡
を
も
っ
範

圏
内

ω世
排
各
航
路

ι航
が
し
っ
、
ゐ
る
所

ω不
定
期
船

ω所
ド
句
者
又
は
運
用
者
、
並
び
に
同
じ
〈
そ

ω商
法
仁

聯
絡
を
も
っ
範
閣
内
の
世
界
各
地
方

ω商
港
に
碇
泊
し
て
ゐ
る
所
mw
不
定
期
舶
の
所
有
者
叉
は
述
則
者
で
あ
る
。

か
く
て
、
不
定
期
船
事
業
正
い
ふ
も
の
は
、
世
界
的
り
如
何
な
る
港
尚
に
も
出
入
す
る
こ
ご
が
出
来
る
船
舶
を
所

有
す
る
も
の
芝
、
如
何
な
る
械
類
の
大
量
貨
物
を
も
聡
迭
す
る
こ

εを
目
的
ご
し
て
こ
れ
を
運
用
正
す
る
も
の
ご

炉
、
合
値
し

τ、
そ
の
悠
口
業
内
地
域
を
限
定
す
る
ニ
ピ
な
〈
、

そ
の
就
役
航
路
を
固
定
す
る
-
』
正
な
〈
、
荷
物

ω

出
廻
h
に
従
っ
て
、
有
利
な
る
傭
加
料
Z
運
賃
ご
を
索
め
て
・
到
る
成
の
海
面
に
活
動
す
る
も
の
で
ゐ
品
。

放
に
、
多
数

ω姉
舶
を
所
有
し
若
し
〈
は
運
用
せ
る
大
規
模
の
不
定
期
船
事
業
に
於
一
ー
は
、
世
界
到
る
断
り
主

要
商
港
に
代
理
府
を
泣
き
、
若
し
く
は
仲
立
人
を
利
用
し
て
、
傭
船
舶
腹
過
し
〈
は
迩
進
労
務

ω
需
要
者
を
索
U

る
の
で
み
の
っ
て
、

そ
れ
が
た
め
、
会
衆
則

ωあ
ら
ゆ
る
通
信
機
関
全
以

τ、
日
々
、
毛
裂
な
る
各
山
陽
運
市
場
ゆ
市

況
報
告
を
蒐
集

L
、
こ
れ
に
よ

b
、
そ
の
需
要
一
供
給
の
状
態
を
比
較
考
慮
し
、
最
も
便
宜
・
最
も
有
利
な
る
商
港

に
、
各
使
用
納
金
差
向
け
る
の
で
ゐ
る
。
不
定
期
船
峠
労
務

ω取
引
の
盛
な
る
商
港
に
は
、
右
の
如
き
世
界
の
各
海

運
市
場

ω市
況
報
告
を
.

一
般
の
一
不
定
期
加
業
者
の
た
め
に
蒐
集

L
、
供
給
す
る
の
機
関
も
ゐ
る
o

d 

'11'.' 



不
定
期
船
業
者
は
、

右
に
逃
ぷ
る
が
如
き
偉
業
を
な
す
も

ω
で
ゐ
る
か
ら
、

一
つ
の
海
運
市
場
を
中
心
ご
し
て

考
ふ
れ
ば
、

そ
の
市
場
仁
、

供
給
者
子
し
て
運
賃
競
争
に
現
は
れ
来
る
も
の
は
、

'
C
}
H
t
a
こ

E
里

rt

z、
b
I
M
l
f王
F
M

仲
立
人

を
引
付
寸
'
る
所

ω、
そ
し
て
そ
の
商
地
に
差
向
け
得
る
地
位
に
於
C
使
用
納
を
現
に
有
す
る
所

ω、
総
て
の
不
定
期

般
業
者
で
ゐ
る
。

尤
も
、
彼
等
は
、

い
-
づ
れ
も
、
そ

ω使
用
舶
を
就
役
せ

L
む
る
に
嘗
b
、
車
に
、
或
る
一
つ

ω航
rmじ
於
り
る

岬
削
船
料
若
し
く
は
運
賃
が
石
利
で
ゐ
る
ご
ゆ
依

ωみ
を
以

τ、
直
ち
に
、
そ
れ
に
こ
れ
を
就
役
せ
し
む
る
も
の
で

+
」
儲
声

io

、。

t
7
b
 
一
旦
そ
れ
に
就
役
せ
し
む
る
ご
す
れ
ば
、
そ
の
次
ぎ
に
如
何
な
る
経
過
を
ご
る
-
』
=
、
な
る
で
あ
ら
'y

か
を
考
臨
し

τ、
最
も
有
利
通
蛍
ご
認
め
て
後
に
そ
の
就
役

ω航
併
を
決
定
す
る
の
で
ゐ
る
。

聞
も
、
第
一
の
到
右
泌
に
於

τ、
再
び
積
咋
怖
を
求
む
る
こ

Z
が
由
来
る
か
ど
う
か
、
真
に
こ
れ
を
求
め
得
る
ご

し
て
も
、
そ
れ
を
運
迭
し
て
到
る
第
二
の
港
に
於
て
、
ま
た
次
の
積
荷
を
求
め
得
る
で
あ
ら
，
す
か
、
或
は
そ
の
泌

じ
求
め
得
な
〈
ご
も
、
少
〈
古
も
、

そ
山
附
近

ω拡
に
於

τ-』
れ
を
求
め
得
る
の
献
態
に
あ
る
か
ど
う
か
・

E 
L、

ふ
哩
】
ご
を
前
越
の
如
〈
、
あ
ら
ゆ
る
通
信
機
闘
に
よ
ち
て
蒐
集
し
た
情
報
に
よ
っ
て
判
断

L
、
安
航
航
海
(
山
口

r
t
-
E
)
を
な
す
距
雌
Z
機
曾
ご
を
な
る
ぺ
〈
少
〈
す
る
方
針
に
よ
り
て
、
使
用
舶
を
辿
則
す
る

ωで
ゐ
る
。

こ
れ
を
醤
ふ
れ
ば
、
曲
川
棋
の
指
子
が
、

一
つ
の
駒
を
勤
か
す
に
も
‘

二
れ
を
荷
も
す
る
こ
ご
な
(
、
第
二

ω行

設

苑

第
二
十
七
谷

tコ

節

税

七
九

海
誕
市
場
に
つ
い
て

• 
•• .ω 



説

苑
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海
辺
市
場
に
つ
い
て

第
二
十
七
を

第

抗

動
、
第
三
の
行
動
等
を
順
次
、
理
窟
攻
め
に
考
へ

τ後
に
、
第
一
の
行
動
を
決
す
る
が
如
き
も
の
で
ゐ
る
。

若
し
、
最
初
に
、
比
較
的
に
有
利
な
運
筑
若
し
く
は
傭
船
料
が
ゐ
る
も
、
後
や
慮
か
ら
す
し
て
、
こ
れ
・
を
そ
の

方
面
に
就
役
せ
し
む
る
一
』
正
が
あ
る
な
ら
ば
、
ぞ
の
到
着
地
に
到
っ
て
、
何
等
の
積
込
荷
物
な
く
も
長
期
間
荷
待

も
を
す
る
か
、
ま
た
は
長
距
離
の
宰
般
航
海
の
後
に
初
め
て
第
二
の
傭
般
若

L
〈
は
積
荷
を
獲
る
や
う
な
二
ご
、

な
る
か
も
知
れ
な
い
V
O

か
〈
て
は
、
最
初
・
幾
分
か
有
利
己
思
は
れ
た
運
賃
若
し
(
は
傭
船
料
色
、
何
等
有
利
な

る
こ
正
な
く
‘
そ
の
後
の
ム
空
し
き
待
荷
停
肋
や
昼
般
航
海
の
費
用
を
算
入
す
れ
ば
、
貨
は
甚
だ
し
き
損
失
ど
な
る
。

か
〈
の
如
〈
、
不
定
期
紬
ψ
修
業
者
は
、
各
方
面
の
海
運
市
場
Z
常
に
聯
絡
を
保
も
、
そ
の
中
最
も
有
利
な
る

も
の
を
選
探
L
て
、
使
用
舶
の
行
動
上
許
L
得
ぺ
き
範
園
内
に
あ
る
排
出
に
劃
し
て
は
、

h
7』
に
も
、
供
給
者
ご

し
て
現
は
晶
、
も
の
で
ゐ
る
。
放
に
、

こ
れ
を
一
つ
の
海
運
市
場
の
立
場
よ
り
言
へ
ば
、
不
定
期
船
腹
的
供
給
者

ご
し

τそ
二
に
現
は
れ
得
る
も

ωは
‘
随
分
、
弘
汎
な
る
範
国

ω不
定
期
航
業
者
で
ゐ
ゐ
芭
共
に
、
そ
の
供
給
上

の
競
守
は
、
頗
る
活
放
な
る
も
の
宣
言
は
ね
ば
な
ら
凶
。

一一一
定
期
舶
腹
の
需
要

一
つ
の
海
運
市
場
に
於
り
る
定
期
船
腹
故
ぴ
に
不
定
期
船
腹

ω供
給
朕
態
は
、
右
に
逃
ぷ
る
が
如
き
も
の
で
ゐ

る
o

次
に
そ
の
需
要

ω妖
態
如
何
ご
見
る
に
、

一
』
れ
も
定
期
船
腹
の
需
要
己
不
定
期
船
腹

ω需
要
正
は
、
多
少
趣

• 一一
"~'， . 



叫則

き
を
異
じ
す
る
所
が
ゐ
る
。

定
期
船
践
の
需
要
は
・

主
ご
し
て
、

工
業
製
品
、

午
製
原
料
品
、

賞
金
属
、

美
術
品
、

美
術
工
醤
品
、

菅
料
、

曜
日
好
品
、

穀
物
、

原
料
等
の
輪
出
入
を
な
す
荷
主
で
ゐ
h
、
不
定
期
航
腹
の
需
要
者
は
、

材
木
、

穀
物
、

粗
大
原

料
、
粗
大
重
工
業
品
、

磁
石
、

原
鋭
、
豆
粕
、

石
炭
等
の
粗
大
嵩
高
口
問
(
凶
Z
F可

B
G。
自
)
の
輸
出
入
を
な
す
荷

主
で
ゐ
る
o

-
』
れ
ら
の
荷
主
は
、

勿
論
、
直
伎
に
船
腹
の
需
要
者
ご
し
て
海
運
市
場
に
現
は
る
、
こ
己
も
め
る
り

れ
げ
と
も
、
多
〈
は
、
運
迭
取
扱
人
(
可
同
盟
問
Z
3
2
H
ι
0
3
2
3
z
m門
品
目
コ
同
〉
四
日
宮
山
印
町
内
舎
の
巴
『
)
を
利
加
す
る

を
川
市
ご
す
る
。

庇
接
出
沼
市
場
に
現
は
る
、
荷
主
ゃ
、
蓮
港
取
扱
人
は
、
十
件
蓮
田
貯
の
事
情
に
明
が
る
き
も
の
で
あ

h
、
且
つ
船

腹
の
需
要
供
給
の
朕
柏
崎
に
つ
い
て
、

日
々
情
報
を
蒐
集
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
ら
、
最
b
有
利
な
る
取
引
舎
な

さ
ん
が
た
め
に
、
そ
の
肋
腹
需
要
の
市
出
を
な
す
べ
き
市
場
Z
時
機
ご
に
つ
い
て
場
砕
を
す
る
。

尤
も
、

定
期
一
般
阪
の
供
給
者
は
、
前
に
も
越
ぷ
る
が
如
〈
、

一
つ
の
海
運
市
場
に
於
て
は
、

一
定
の
も
の
で
あ

り
、
定
期
舶
の
運
賃
は
コ

y
フ
ア
レ
ン
ス
の
協
定
に
よ
っ
て
定
ま
つ

τ居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
殆
ど
選
揮
の
徐

詑

苑

海
運
市
場
に
つ
い
て

第
二
十
七
巻

ブL

節

税

入

し、

Jゴ

地
を
剃
き
な
い
の
で
あ
る
り
れ
ど
も
、
而
も
そ
れ
で
も
、
内
地
餓
道
網
の
後
詰
E
沿
岸
航
海
業
の
進
歩
ご
は
、
一
一

つ
若
し
〈
は
多
数
の
商
法
を
競
争
闘
係
に
置
く
噂
」
正
、
な
hJ
、
内
地
運
賃
ご
海
洋
運
賃
£
の
会
館
に
於
て
、

れ
の
治
の
定
期
舶
を
利
用
す
る
が
、
最
も
有
利
で
ゐ
る
か
の
考
慮
を
抑
ム
の
徐
地
を
つ
〈
る
こ
記
、
な
る
。

ム'¥f'，~ 
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停

観

F、

海
辺
市
場
に
つ
い
て

放
に
、
沿
岸
航
海
業
の
後
述
し
た
る
市
同
地
的
荷
主
、
及
び
こ
っ
若
し
く
は
多
数

ω商
港
に
封
し

τ同
時
に
背
面

地
帯
Z
な
る
地
方
的
荷
主
は
、
海
運
市
場
に
選
揮
を
な
し
得
る
こ
吉
、
恰
も
、
前
に
越
・
へ
た
る
不
定
期
船
業
者

が
、
多
数
の
一
階
蓮
市
場
に
選
探
を
行
ふ
ぜ
相
似
た
る
地
位
に
ゐ
る
。

併
し
、
定
期
船
業
者
は
、

hr
〈
の
如
き
・
商
治
相
互
の
競
守
が
、

や
が

τ、
彼
等
相
互
の
競
守
ピ
な
る
の
結
果

を
避
〈
る
た
め
、

そ
の
同
盟
に
於
一
1
、
戒
は
地
域
協
定
を
な
し
、
戒
は
内
地
"
遥
且
を
考
慮
L
て
海
洋
運
賃
に
差
別

的
協
定
を
設
り
て
、
貨
物
の
守
容
を
防
ぎ
、
或
は
内
地
織
道
命
日
枇
記
述
絡
を
結
ん
で
、
商
地
相
互
の
叫
腕
守
ぞ
な
か

ら
し
む
る
こ
正
、
す
る
場
人
ロ
が
ゐ
る
。
伎
に
、
定
期
航
腹
に
つ
い
て
は
、
商
法
に
つ
い

τも
時
機
に
つ
い
て
も
、

荷
主
並
び
に
運
法
取
扱
人
は
、
選
咽
押

ω徐
地
今
一
き
も
の
で
あ
る
。

四

不
定
期
舶
腹
の
需
要

定
期
般
事
業
の
如
き
、
同
盟
も
な
〈
、
濁
占
も
な
き
不
定
期
船
事
業
に
於
て
は
、
そ
の
船
腹

ω甲
山
袈
者
た
る
も

の
は
、
商
港
に
所
在
す
る
も
の
も
、
背
両
地
帯
に
所
在
す
る
も
の
も

い
づ
れ
も
、
最
も
自
由
に
、
海
運
市
場
企

選
蝉
砕
し
、
且
っ
そ
の
取
極
め
を
な
す
の
時
機
の
選
弾
を
な
す
ニ
ご
が
出
来
る
。

前
に
不
定
期
船
腹
の
供
給
に
つ
い
て
遁
〈
た
品
川
r
知
〈
、
今
日
の
不
定
期
助
事
業
に
ゐ
つ

τは
、
船
舶
の
所
有

Z
運
用
正
が
合
一
し
た
る
場
合
も
ゐ
h
、
ま
た
こ
の
爾
者
が
分
離
し
た
る
場
合
も
あ
っ
て
、
そ
L
て
そ
の
蓮
用
は

、・'.・4断



主
ご
し
て
傭
般
運
用
で
ゐ
る
。
故
に
不
定
期
般
腹
の
需
要
も
、
備
般
者

E
L
て
そ
の
運
用
す
べ
き
航
船
へ
の
需
要

己
、
荷
主
ご
し
て
の
海
漣
労
務
の
需
要
ご
が
ゐ
る
。

傭
船
運
用
の
場
合
に
於

τは
・
傭
船
者
が
一
方
に
於
て
は
・
加
舶
の
需
要
者
ご
な

h
、
他
方
に
於
て
は
、
蓮
迭

労
務
の
供
給
者
ご
な
品
。
備
舶
者
が
航
船
の
需
要
者
た
る
場
合
に
は
、
こ
れ
仁
劃
臆
す
る
所
の
船
舶
の
供
給
者

は
、
言
ふ
ま
で
も
な
〈
航
船
所
有
者
卸
も
船
主
で
ゐ
る
。
備
加
者
が
運
送
労
務
の
供
給
者
た
る
場
合
に
は
、
こ
れ

に
封
勝
す
る
所
の
需
要
者
は
、
荷
主
で
あ
る
。

船
舶
所
有
者
Z
備
航
者
ご
の
聞
に
立
つ

τ、
所
有
者
の
た
め
に
傭
般
者
を
索
め
、
傭
船
者
の
に
め
に
遁
賞
な
る

船
舶
を
索
h
u
る
も
の
は
、
船
舶
仲
立
人
(
印
庄
司

azorq)
で
あ
る
。
傭
船
市
場
に
於
て
、
需
要
供
給
の
適
合
を
は
か

る
所
の
最
も
主
要
な
る
機
関
は
、

こ
の
船
舶
仲
立
人
で
あ
る
o

彼
は
、
ま
た
、
船
舶
資
自
民
の
仲
立
を
な
し
、
船
舶

の
貸
借
の
仲
立
を
な
し
、
積
込
陸
揚
げ
の
事
務
h
f
取
扱

υ、
海
上
保
険
の
代
理
事
務
合
取
扱
ふ
な

X
、
要
す
る
l

船
舶
に
関
す
る
高
般
の
事
務
を
取
扱
ふ
も

ωで
あ
る
。

海
運
市
場
に
備
舶
の
需
要
者
郎
も
傭
加
者
ご
し
て
現
は
る
、
も
の
は
、
↑
海
運
業
者
、
運
送
取
扱
業
者
及
び
大
荷

主
な
ど
で
ゐ
る
G

泌
運
業
者
は
自
ら
舵
舶
を
所
有
し
、
市
場
り
迩
貨
に
よ
り
自
ら
喧
』
れ
を
運
用
す
る
を
有
利
ご
認

U
る
ピ
き
は
、
荷
主
の
需
め
に
膳

ιて
こ
れ
を
運
用
し
、
ま
た
傭
舶
に
肱
ず
る
を
有
利
己
認

U
る
ご
き
は
、
間
早
に

品
加
仙
川
所
有
者
た
る
資
格
に
於

τ備
航
料
を
受
領

Lτ
他
人
の
運
用
に
こ
れ
を
提
供
す
る
。
而
し
て
.
市
場
蓮
賃
の

設

苑

λ 

第
二
十
七
巻

一
一

梅
迅
市
場
に
つ
い
て

i思

統
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町・'"M.. #'. 



一
一

第
二
十
ヒ
轡

傍

観

J、
四

耳E

梅
辿
市
場
に
つ
い
て

設

航
況
に
よ
h
J
、
自
ら
船
舶
を
運
用
す
る
を
有
利
記
認
む
る
場
合
に
於
て
、
自
己
の
所
有
般
舶
を
以
て
不
足
を
威
す

る
ご
き
に
は
、
軍
な
る
運
用
者
た
る
資
格
に
於
て
傭
舶
の
需
要
者
ご
な
っ
て
海
運
市
場
に
現
は
る
、
の
で
め
る
。

我
闘
の
不
定
期
航
主
の
事
業
は
、
多
〈
は
か
く
の
如
き
も
の
で
ゐ
つ

τ、
ご
き
己
し
て
は
般
舶
の
所
有
者
正

L
t

運
用
者
相
手
に
傭
般
加
腹
の
供
給
者
正
な
h
、
ま
た
荷
主
相
手
に
海
運
帥
労
務
の
供
給
者
正
な
hJ
、
ご
き
正

L
τ
は

夏
に
不
定
期
般
の
運
用
者
正
し
て
、

一
方
に
は
船
舶
所
有
者
一
に
劃
し
て
備
航
跡
腹
の
需
要
者
己
な
b
、
他
方
に
は

荷
主
に
謝
し

τ海
運
労
務
の
供
給
者
己
な
る
の
で
あ
る
。

運
港
取
扱
業
者

(Fa間
宮

町

2
2丘
町
周
)
は
、
自
ら
般
舶
を
所
有
せ
す
、
荷
主
の
委
托
に
臆
じ
て
蓮
迭
の
取
扱

ひ
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
に
荷
主
の
委
托
す
る
所
の
も
の
が
大
量
貨
物
な
る
古
き
は
、
彼
は
一
方
に

於
て
は
、
船
舶
所
有
者
に
劃
し
て
傭
舶
々
一
服
の
需
要
者
古
な
b
、
他
方
に
於

τ、
荷
主
に
謝
し
て
は
海
運
労
務
の

供
給
者
己
な
っ
て
、

こ
の
運
迭
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
荷
主
の
う
も
に
て
も
・
ま
た
、
常
に
大
量
の
貨
物
を
輸
送
す

る
も
の
で
、
海
運
界
の
事
情
に
明
る
き
も
の
は
、
自
ら
傭
般
々
腹

ω需
要
者
ご
な
っ
て
般
舶
所
有
者
よ
hJ
傭
般
を

な
し
、
こ
れ
に
自
己
の
総
港
貨
物
を
積
載
し
て
、
運
用
者
正
な
る
こ
古
が
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

右
に
遁
べ
た
る
所
の
も
の
が
、
或
は
傭
船
身
腹
の
需
要
者
正
な
り
、
或
は
海
蓮
第
務
の
需
要
者
ご
な
っ
て
海
運

市
場
に
現
は
る
、
場
合
に
は
、
前
に
も
遁
〈
た
る
が
如
〈
、
不
定
期
般
腹
の
供
給
者
が
、
世
界
各
地
よ
b
海
運
而

場
の
情
報
を
蒐
集
L
て
、
そ

ω供
給
者
Z
し
て
現
は
る
べ
き
市
場
を
港
探
す
る
ピ
同
様
に
、
彼
等
が
需
要
者
ご
し

a 町

、'.、.可"



て
現
は
る
べ
き
海
運
市
場
仁
つ
い
て
も
、
そ
の
取
極
め
を
な
す
の
時
機
仁
つ

νて
も
漣
揮
を
な
す
の
で
あ
っ

τ、

ま
た
、
こ
の
場
合
に
は
定
期
船
腹
の
需
要
の
場
合
ぜ
奥
b
、
最
も
自
由
仁
そ
の
遮
操
を
な
す
こ
E
が
出
来
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
有
様
は
、
恰
も
、
株
式
頁
買
の
取
引
に
於
て
、
是
の
取
極
め
を
な
さ
ん
ご
す
る
も
の
は
、
甲
地
、

乙
地
、
そ
の
他
各
地
の
取
引
所
の
相
場
を
、
電
信
電
請
を
以
て
報
告
を
受
け
、
最
も
有
利
の
取
引
所
を
、
最
も
有

利
正
思
ふ
時
機
に
於
て
利
用
す
る
に
相
似
た
る
も
の
が
ゐ
る
。

E 

海

運

取

引

所

不
定
期
舶
腹
の
取
引
に
於

τは、

一
つ
の
商
港
が
一
つ
の
市
場
で
は
あ
る
が
・
而
も
、
ま
た
、
特
に
、
株
式
取

引
所
ご
相
似
た
る
所
の
海
運
取
引
所

(
m
E弔
問
国
間

z
n
r
E沼
)
な
る
も
の
が
、
設
け
ら
る
、
こ
ど
も
ゐ
る
。

海
運
取
引
所
に
は
、
船
舶
所
有
者
、
船
舶
仲
立
業
者
、
蓮
怠
取
扱
業
者
、
海
上
保
険
業
者
、
荷
主
等
が
一
定
の

時
間
に
集
会
し
て
、
般
阪
の
取
引
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
傭
船
取
引
で
ゐ
る
。
海
運
取
引
所

は
取
引
の
設
備
E
し
て
、

ホ
!
グ
ゼ
設
付
、
そ
の
手
近
き
所
に
、
世
界
各
地
よ
h
蒐
集
し
た
る
海
事
情
報
を
掲
示

し
、
そ
の
他
、
必
要
な
る
参
考
書
類
印
刷
物
刊
行
物
等
を
整
理
備
付
け
て
取
引
者
仁
便
宜
を
供
す
る
の
で
あ
る
。

不
定
期
般
腹
の
取
引
の
た
め
に
、
特
に
設
げ
ら
れ
た
る
一

こ
の
海
運
取
引
所
な
る
も
の
は
、
今
日
に
於
て
は
、

つ
の
特
殊
機
闘
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
の
沿
革
を
見
れ
ば
、
海
運
市
場
だ
る
一
つ
の
商
港
の
中
に
於
て
も
、
ぞ
れ

説

苑

海
誕
市
場
に
つ
い
て

第
二
十
七
巻

一

E声

器

J、
E 
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四

格

競

批

苑

海
誕
市
場
に
づ
い
て

λ

J

h

 

が
自
然
仁
最
も
雄
に
行
は
品
、
こ
ど
、
な
っ
た
場
所
が
、

そ
の
取
引
闘
係
の
後
這
ご
共
に
、
特
に
、

こ
れ
に
形
式

付
り
て
、
海
運
取
引
所
己
い
ム
名
稀
・
ぜ
も
っ
設
備
ご
な
っ
た
も
の
で
め
る
。
而
も
、

こ
れ
は
、
海
迩
市
場
と
し
て

甚

Y
古
kg
歴
史
を
有
す
る
倫
敦
に
於

τ、
長
初
に
成
立
し
た
も
の
で
、

ぞ
の
後
諸
外
闘
に
設
主
ゼ
ら
れ
た
る
泌
運

L
I
f
t
、

耳
目
4
m
m
じ

か
〈
の
如
き
自
然
的
歴
史
を
以

t
成
立

L
た
ぜ
言
は
ん
よ
h
J
は
、
寧
ろ
・
倫
敦
の
も
の
を
模
倣

Lτ

出
来
た
も
の
で
あ
る
。

今
‘
倫
敦
に
於
け
る
海
謹
取
引
所
た
る
E
叶

Z
F
E
n
-、
の
成
立
沿
革
を
見
る
に
、
そ
の
起
源
は
、
海
上
保
険
者

の
枇
凶
で
ゐ
る
所
り

RhFZ1・眠、
1
i
正
確
に
一
一
百
へ
ば
吋
宮
内
。
号
。
E
Z
S
え
巴
3
4
m
l
l
E
同
じ
〈
、
吻
判
明
底

よ
り
後
述
し
た
も
の
で
ゐ
る
。

第
十
七
世
紀
末
か
ら
第
十
八
世
紀
に
か
げ
て
、
倫
敦
に
は
多
数
の
吻
研
庖
が
流
行
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
・

自
然
に
そ
こ
に
集
る
客
種
に
応
じ
て
・
一
肱
交
機
関
や
取
引
機
関
ご
な
っ
た
も

ωで
、
闘
際
商
業
の
中
掘
で
め
る
所

の
-
A
1
H
n
日
々
ご
い
は
る
、
方
面
の
瑚
研
応
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
〈
、
商
業
取
引
の
機
関
正
な
っ
た
。
か
、
る
肉

取
引
の
機
関
ご
な
っ
た
瑚
明
広
り
う
も
に
、
か
の
同
〔
H
E
E
F一o
E
の
経
倍
し
て
居
っ
て
、
主
主
し
て
海
上
保
険

の
取
引
に
利
用
せ
ら
れ
た
所
の

曲、

-oEu眠
、
も
あ
れ
ば
、

の
前
身
た
る

二
、
に
逃
べ
ん
さ
す
る
‘

4
F
O
E
-
H一のこ

ござ円同日ロ
UEHι

百円三
E
ι
=
1
1後
に

E
4一時間一
P
U
E
L
F
-巴
n
r
=
Z
改
稀
ー
ー
も
あ
れ
ば
.
ま
た
町
民
』

z
レ
ふ
も
の
も
ゐ
っ
た
。
こ
の

ε〈
rmH【

M
U
E
ι
出

ttnr.-
E
4
0
2
E
H
n
E
3
 ご
は
、
主
ご
し
て
耐
運
業
者
1
1

• 
‘司'.~~ l'・



定
期
般
事
業
の
未
だ
起
ら
な
か
っ
た
官
時
に
於

τは
‘
言
ふ
ま
で
も
な
〈

不
定
期
締
業
者
|
|
の
集
ま
る
所
ご

f 日 ん~- ..~~...ー町一…一一一一時一周鴫切目ザ叫

な
り
、

-
』
、
仁
不
定
期
仙
川
附
闘
の
取
引
、

特
仁
傭
鮒
取
引
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

海
上
保
険
業
者
の

z
H
]
O可
号
、
が
、
途
に
組
合
|
|
後
に
枇
圃
|
|
ご
な
っ
て
同

0
3一
伊
与
吉
岡
巾
に
事
務
所

を
設
げ
に
や
う
に
、

E
4
p
m
F
U
E〔回目
t
z
n
r
コ
も
吋
一
日
包

Ra一η
回
目
止
の

ω
E
H
F
回
日
目
。
5
0
に
そ
の
事
務

所
を
設
り
、
そ
れ
と
共
に
世
間
よ
り

E

叶
一
百
回
忌
刊
の
ミ

ピ
和
せ
ら
れ
た
。
官
時
、
穀
物
僚
ム
ザ
は
底
止
せ
ら
れ
て
、

倫
敦

ω外
国
穀
物
取
引
は
降
続
ご
な
り
、
従
っ
て
穀
物
輸
透
船
腹

ω取
引
せ
ら
る
、

一
回
目
出
釦
け
ロ
へ
は
盆
I
繁

回
国
す
る
唱
』
古
、
な
っ
た
。

そ
の
後
ス
エ
ズ
運
河
は
開
通

L
、
海
底
屯
信
網
は
畿
迷

L
、
船
時
間
増
加
ご
共
に
、

A
Z
出
白
色
nu"

の
事
務
所
は

再
び
取
引
商
人
の
密
集
に
よ
っ

τ狭
臨
ご
な
る
に
至
つ
冗
が
、

ま
た
同
時
に
同
じ
〈
噂
』
の
品
川
師
陣
取
引
の
事
業
を
目

的
ご
す
る
所
内

町
田
区
勺
町
山
口
同
開

uR-MEM問
0
・
さ
い
ふ
、

4}凶
作
回
色
一
n
z

に
正
つ
て
は
新
ら
た
な
競
争
者
が
現
は
れ

た
。
二
の

a
m
r
r】日
U

山
口
問

開
MorphMmO喝

-

は
一
入
九
二
年

国
一
=
昨
日

印
門

H10
且

に
設
立
せ
ら
る
、
古
共
に
、
前
越
の

‘‘
TEE-OB--
は
-
」
れ
に
令
併
せ
ら
れ
た
。

4
0
2
z
r目、
.
z
v
ふ
名
稀
は
、

εこ
に
集
ま
る
船
主
が
、
多
く
は
地

中
海
東
方
地
方
の
航
路
に
就
役
す
る
励
舶
の
運
用
者
で
め
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、

hm出
品
目
μ
司
日
ロ
同
開

MnnrE同
四
0
・

が
出
来
て
か
ら
は
、
こ
、
に
集
る
も
の
は
、

地
中
が
航
路
の
船
主
の
み
で
は
な
く
、
様
洲
そ
の
他
殖
民
地
航
路
の

帥
主
や
商
人
、
仲
立
入
等
も
亦
、
こ
、
に
於
け
る
主
要
な
る
取
引
者
ご
な
っ
た
。

政

苑

梅
話
市
場
に
ワ
い
て

第
二
十

b
巻

五

節

税

人

七
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市
場
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芳三

都

観

J、
λ 

か
(
て

A
F
o
g
-問
。
ご
正
ふ
民
同
市
町
内
同
科
目

MEmo--Z
は
謝
立
し
て
競
m
干
の
姿
で
あ
っ
た
が
、
か
〈
て
は
、
嘗

然
般
腹
の
取
引
上
却
っ
て
不
利
不
便
が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
雨
者
は
遂
に
一
九

O
O年
に
至
っ
て
合
併
し
、
伊

民
副
司
〉
H
O

に
建
物
を
設
け
て
、
資
本
金
武
拾
高
磁
の
株
式
曾
祉
組
織
で
ゐ
る
所
の
角
A
r
m
y
-
z
n
H
r
P
R自
色
。

宮
内
目
的
「
円
司
自
U
H
口
問

何
百
『
釦

]
M
m
p
F広
・
3
Z
な
っ
た
o

そ
れ
が
今
日
、

4
v
o
岡
弘
昨
日

nu

ご
L
て
創
ら
れ
て
居
る
も
の

で
あ
る
。

4
5
出
色
民
へ
、
古
い
ふ
名
稽
は
、

J

U

F

テ
ッ

h
y

挺
己
の
貿
易
や
海
運
ど
特
に
密
接
で
あ
る
事
業
ピ
の
想
像
、
者

し
〈
は
夏
に
進
ん
で
j

y

チ
ッ
h
y

海
専
門
の
事
業
で
あ
る
が
如
、
古
誤
解
を
惹
き
起
し
易
い
o
そ
の
鮎
・

2
F
F
三
〈

の
如
き
人
名
よ
h
出
で
た
名
稀
の
方
が
事
業
の
限
界
や
稽
類
に
胸
す
る
聯
想
を
も
た
な
い
ど
り
、
誤
解
を
惹
き
起

古
な
い
長
所
が
ゐ
る
ご
も
言
へ
る
。
併
し
、
海
事
商
業
に
闘
し
、
同
じ
様
な
沿
革
を
以
て
生
れ
、
同

ιや
う
な
機

闘
で
あ
る
腕
の
こ
の
二
つ
の
も
の
に
つ
い
て
、
樹
上
保
険
の
方
が
『
己
O
可
月
九
ご
い
ふ
人
名
よ
h
出
で
た
る
名
稀

を
冠
し
、
海
上
蓮
迭
の
方
が
ご
叶
}
百
回
開
]
品
。

ζ

ご
い
ふ
地
方
名
よ
り
出
で
た
る
名
都
を
も
う
こ
芝
、
な
っ
た
の

は
、
深
い
意
味
が
あ
っ
て
の
こ
ご
で
は
な
い
。
た
い
事

ω偶
然
な
る
成
行
き
よ
り
生
じ
た

ω
で
あ
る

Q

R
4
Z
出
弘
司
の
ご
に
於
て
は
、
世
界
各
地
に
於
り
る
船
舶
の
愛
着
・
積
荷
の
状
況
、

そ
の
運
賃
、
荷
物
の
出
廻
h

航
態
、
加
舶
翼
民

ω模
様
、

そ
の
代
樹
、
海
賊
情
肉
、

そ
の
他
漏
#
に
閲
す
る
諸
般

ω情
報
を
蒐
集
分
類
し
て
取

引

ω使
に
供
す
る
設
備
が
ゐ
h
、
こ
、
に
集
る
人
迭
は
、
各
国
の
岡
籍
に
分
れ
、
般
主
あ
・
9
、
船
舶
仲
立
業
者
ゐ

a、
、司"・、，



-9
、
穀
物
商
人
ゐ
b
、
石
油
石
炭
材
木
の
商
人
が
あ
h
、
桟
橋
業
者
ゐ
b
、
曳
般
業
者
ゐ
bJ
、
そ
の
他
の
商
人
及

ぴ
買
手
も
ゐ
る
o

そ
こ
で
は
、

不
定
期
般
の
備
舶
取
引
が
盛
に
行
は
れ
る
正
共
に
、

そ
の
蓮
時
略
取
引
が
取
結
ば

れ
、
ま
た
不
定
期
舶
に
積
込
ま
れ
た
る
貨
物
が
全
部
一
纏
め
ご
し
て
頁
買
せ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
航
路
も
J

地
中
が
航
路

U
F

チ
ッ
ク
海
に
限
ら

F
る
こ
ご
は
一
言
ふ
ま
で
も
な
(
、

盟
米
利
加
航
路
、

極
東
航
路
‘

濠
洲
航
路
、

そ
の
他
世
界
到
る
所
の
航
路
の
取
引
が
行
は
れ
る

ωで
あ
る
。

倫
敦
の
E
叶
F
O
出
色
巴
口
"
に
倣

οて
、
北
米
各
地
に
は
、
富
山
ユ
E
目
。
何
u
R
F
E
問
。
な
る
も
の
が
設
げ
ら
れ
た
。
そ

の
中
、
主
な
る
も
の
は
、
組
育
、
費
府
、

ク
ソ

1
プ
ラ

y
v
の
一
vEH凶仲間呂町何
M
n
r
E問
ω
で
ゐ
る
。

我
闘
に
於
て
も
、

A
Z
岡山】円百三

ω
組
織
に
倣
ひ
大
正
十
年
に
榊
戸
海
運
集
曾
所
が
、
資
本
金
拾
高
幽
の
株
式

品
H

批
正
し
て
設
立
せ
ら
れ
究
。
株
主
を
以
て
正
合
員
ご
し
、
副
曾
員
及
ぴ
準
曾
員
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曾
員
た
る

も
の
は
、
船
主
、
船
舶
仲
立
業
者
、
保
険
業
者
、
貿
易
業
者
及
び
そ
の
代
表
者
叉
は
使
用
人
で
あ
る
。
そ
の
事
業

も

RArm
回
h
H
H
Z
o
u
・
に
倣
ひ
、
取
引
設
備
を
設
け
る
芭
共
に
海
事
情
報
を
供
給
す
る
に
あ
う
て
、
定
歎
第
三
僚
に
は

「
嘗
曾
枇
は
、
海
運
及
び
こ
れ
に
関
聯
す
る
業
務
を
笹
む
も
の
、
潟
め
に
、
集
曾
所
を
提
供

L
、
商
談
に
便

L
、

且
つ
加
納
及
び
貨
物
に
闘
す
る
報
道
を
込
蓮
仁
蒐
集
し
て
盛
考
に
供
L
、
以
て
日
本
海
蓮
の
進
歩
俊
漣
を
困
る
を

目
的
ご
す
」
Z
規
定
し
て
居
る
。

紳
戸
一
海
運
集
曾
所
以
、
我
闘
に
於
り
る
唯
一
の
海
運
取
引
所
で
ゐ
る
。
そ
の
設
立
は
世
界
大
戦
の
海
運
昇
未
曾

設

苑

梅
誕
市
場
に
づ
い
て

第
二
十
士
容

七

傍

観
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苑

説

梅
越
市
場
に
つ
い
て

/1‘ 

第

鵠

7L 
O 

有

ω好
長
布
地
に
刺
戟
苫
れ
て
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
創
業
以
来
前
ほ
年
月
を
閲
す
る
こ
ど
の
泣
き
ご
、

そ
の
後
の

海
運
界
に
於
け
る
世
界
的
不
況
に
際
し
た
る
ど
に
よ
り
・
今
日
に
於
て
は
、
未
ザ
ド
漁
期
の
如
き
成
績
を
事
げ
て
居

ら
な
い
や
フ
で
あ
る
。
併

L
、
一
柳
戸

ω
世
界
海
運
界
に
於
け
る
地
位
よ
り
推
せ
ば
、
崎
市
来
に
於
り
る
そ
の
後
遣
を

十
分
に
期
待
す
る
こ
さ
が
出
来
る
で
ゐ
ら
う
。

海
運
取
引
所
な
る
も
の
は
、
右
に
逃
よ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
今
日
に
於

τは
、
株
式
取
引

所
の
如
{
品
目
許
事
業
で
は
な
〈
、
任
意
副
業
ポ
ゐ
る
。
而
も
、
ま
た
、
株
式
取
引
所

ω如
(
、

一
定

ω取
引
に
つ

い
て
地
方
的
獅
占
を
賦
山
県
せ
ら
れ
た
も

ω
Zも
田
県
h
、
海
運
山
市
引
が
こ
の
取
引
所
以
外
に
於
て
常
然
多
〈
行
は
れ

る
も
の
で
あ
る
o

故
に
、
今
日
に
於
て
は
、

一
つ
の
商
港
が
や
は
り
一
つ
の
海
運
市
場
で
ゐ
っ
て
、
が
話
取
引
所

な
る
も
の
は
そ
の
特
妹
な
る
も
の
で
あ
る

Z
言
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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